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【ご参考】「印刷帳表の指定」画面の確認表の違い 

 

     

 

「印刷帳表の指定」の各確認表の違いは次の通りです。 

※科目名が長い場合は、確認表上で科目名が切れて表示されることがありますが、 

 電子申告データでは切られずにそのままの科目名が正しく送られます。 
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①「読込結果確認表（ＸＸＸ）」（「ＸＸＸ」は財務諸表名） 

 読み込んだデータを、帳表形式で表示したものです。 

 （コード、読み込んだ科目、及び金額等） 

 ※「読み込んだ科目」欄は、読み込んだデータに基づいた階層構造で表示されます。 

 

 
 

 

 

②「電子申告時の科目（e-Tax科目への対応付け)確認表」 

 読込んだデータの科目と、実際の電子申告時の科目(e-Tax標準科目や独自科目)の対応表です。 

 ※「電子申告時の科目(e-Tax科目への対応付け)」欄に「○」が付いているものは、貴社独自科目で

す。 
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③「電子申告内容確認表(ＸＸＸ)」（「ＸＸＸ」は財務諸表名） 

 実際の電子申告データを、帳表形式で表示したものです。 

 (電子申告時の科目及び金額等) 

※「電子申告時の科目」欄は、読み込んだデータに基づいた階層構造で表示されます。 

 

 
 

 


